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説教ドリル、4/19/09
みことば: ヨハネ 21:1-25
テーマ：イエス、唯一の仲介者、No. 8
みことばの観察：
1) 全部で何人の弟子が漁に行きましたか。これらの弟子の中で、1：35-51にも出て来る弟子を捜して下さい。その１章において、彼らはイエス様のことをどのように信じ、また告白していますか。また、最初のしるしの結果（2：1-11）、何が起こったと言っていますか。
2) この話しのようにイエス様が人々の必要を満たされたという話しは（癒しではなく）、ヨハネの福音書の中で他にどんなものがありますか。それらの話しを頭に置きながら、この話しの中で、ペテロが「私は漁に行く」と言い出し、他の弟子達が「私たちもいっしょに行きましょう」と答えたことにはどんな意味があるのか説明して下さい：どうして、そんなことをしたのか。同様に、彼らが「それがイエスであることがわからなかった（４節）」というのは、何を示唆しているのでしょう。
3) ペテロがすでに１章においてイエス様から召しを受けていたことを頭に置いて、「私の子羊を飼いなさい」と言われたイエス様のことばの重要性について述べて下さい（イエス様が尋問されている間にペテロがしたことにも注目）。また、ヨハネの福音書で他に、３という数字はどこに出て来ますか。
個人的適用
1) 弟子達がその時面していた葛藤に注目して下さい：イエス様によって弟子として召命を受け、すばらしい約束も受け、でもイエス様が死なれた。あなたも同じような葛藤をしたことがありますか。他の人と分かち合って下さい。
2) そんな時、忘れてはならない大切なことは何ですか。イエス様はあなたのことをもう諦めてしまわれたのでしょうか。
3) 弟子達にとって、この奇蹟は、肉体を持ったイエス様から霊的なイエス様への橋渡しの役目をしました。この時、弟子達が学んだ真理とは何でしたか。それをあなたの生活／人生に適用してみて下さい。ここからあなたの学ぶ真理は何ですか。
祈り
1) まず、あなたの必要が常に満たされるように、あなたをいつも見守っていて下さるイエス様なる存在を、神様に感謝しましょう。
2) あなたのグループ、家族、また教会にいる人々が、イエス・キリストが、昨日も、今日も、いつまでも変わらない方であることをもっと知ることができるように。
3) 続けて、「すべての人」、「すべての聖徒たち」のために祈りましょう：特に、最近の新来会者の人達がイエス様の存在を近くに体験できるように。



神は唯一です。また、神と人との間の仲介者も唯一であって、それは人としてのキリスト・イエスです。キリストは、すべての人の贖いの代価として、ご自身をお与えになりました。これが時至ってなされたあかしなのです。　　　


（１テモテ2：5-6）　











